
　１月２４日、全国的に大雪に見舞われました。

南国、鹿児島も記録的な大雪となりました。ある

報道によると鹿児島市内で１４センチの積雪、奄

美市では１１５年ぶり、沖縄本島では観測史上初

めて雪が観測されたそうです。沖縄本島で降った

のは「みぞれ」ですが、「みぞれ」は観測上「雪」と

扱うようです。

　１４センチの積雪というと北国の方からすれば

大したことはないのかもしれませんが、南国の方

は積雪の経験がほとんどありません。タイヤチェーンや雪かき用の道具も常備していませんでしたの

で、どうしていいかも分からず外出を控えるだけでした。やはり経験や日頃からの準備が大切なのです

ね。それでも子供たちは大はしゃぎで普段はできない遊びに寒さも忘れて楽しんでいました。雪だるまに

雪合戦に小さなかまくらと良い体験ができました。何事も経験ですね。

　さて、鹿児島支部設立当初より活動計画にあげておりました「人工内耳相談会」を３月２６日に開催す

る運びとなりました。鹿児島県中途失聴者難聴者協会と何度も打ち合わせを重ね、ACITA本部や協賛

メーカーの担当者の方、その他たくさんの方のご協力をいただきながら開催の目途がたちましたことを

嬉しく思います。

　鹿児島支部設立の動機にもなったことですが、人工内耳装用を検討しているときに実際の装用者の

実体験が聞きたかったのですが、周りに話を聞ける人や場がありませんでした。福岡県で開催された相

談会に足を運んだこともありました。装用した後も日常の機械の使い方や不具合やリハビリについても

試行錯誤しながらでしたので、相談できる場を求めていました。

　支部が設立され会員も少しずつ増えてきました。次は同じ境遇で悩まれている方の力に少しでもなっ

ていきたいと思います。

　たくさんの方にご参加いただき、人工内耳に興味をお持ちの方も、装用を検討されている方も、装用後

に頑張っている方も多くの知識と多くの仲間を得ていただきたいと思います。

　是非、たくさんの方のご参加をお待ちしております。（徳永優）
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みらい

May you be content with yourself just the way you are.

巻頭挨拶
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錦江湾公園にて

　じゃんけん列車・瞬間移動・スイカ割り・お菓子食い競争です。

　じゃんけん列車では、１回目が終わるとすぐに「もう１回したい！」との声があがりました。　スイカの代

わりにビニール袋を膨らませて行ったスイカ割りでは、「真っ直ぐ！右右！もう少し左！」などの周りの掛

け声に、皆しっかり耳を澄ませ、ほぼ全員がビニールスイカを割ることが出来ました。

　お菓子食い競争では、障害物も難なく乗り越え、猛ダッシュでお菓子をゲット！ゲームは大盛況でし

た。

　子供たちの楽しそうな姿を見ながら、こうして幼い頃から自然に仲間の存在を知ることが出来るのは、

本当に大切なことだと思いました。この活動を続けることでACITA鹿児島支部が、それぞれの子供たち

の今後の人生においても、安心できる場所となれるよう願い、今後も交流会を継続していきたいと思い

ます。（吉村千帆乃）
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　９月２２日（火）、平川動物公園と錦江湾公園に

て、支部発足後初めての遠足交流会が開催され

ました。正会員８名、その家族など２１名、入会希

望者とその家族４人の合わせて３３名の参加でし

た。

　動物園内は各自、自由に動物を見て楽しみま

した。そして昼食前に錦江湾公園へ移動。お弁

当を食べ終え、３０分ほど遊具で遊んだ後に、企

画していたゲームを行いました。

秋の遠足交流会
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　平成27年11月18日（水）徳永支部長、成人会員1

名、C会員１名とその保護者3名、賛助会員とその家

族2名、計8名で鹿児島市役所の障害福祉課を訪問

～人工内耳にかかる
諸費用助成に関して～

　　　　〈会員動静〉

支部設立時には会員数15名でした。その後5名の仲間が

入会していただきました。会員数20名。

［正会員］

　笹尾　大翔（ささお　ひろと）くん

　鳥越　あゆ（とりごえ　あゆ）さん

　中山　麻子（なかやま　あさこ）さん

　倉野　晃輔（くらの　こうすけ）くん

［賛助会員］

　堀ノ内　康丈（ほりのうち　やすたけ）さん

いたしました。人工内耳にかかる諸費助成に関する要望書を提出し、意見交換をさせていただきまし

た。

要望の項目は以下の通りです。

　１． 人工内耳体外機の買い替え費用の公費助成金の新設

　２． 人工内耳の修理にかかる費用の助成

　１時間に満たない限られた時間の中で、障害福祉課課長を含む職員3名の方との意見交換となりまし

た。私たちが訪問する以前より、人工内耳に関する情報収集をされていたとの話を伺ったときには、誠

実に前向きに人工内耳に関する福祉について向き合ってくださっているんだなという印象を受け、心が

温かくなりました。

　要望事項に関しては粘り強く継続的に働きかけを行っていく必要がありますが、鹿児島市としても前向

きに検討をしていただけるとのことでした。今後、少しずつでも前進していくことを願います。

　鹿児島県内には約160名（平成27年・弊支部調査）の人工内耳装用者がいらっしゃいます。鹿児島県

には43の市町村がありますので、地域格差を少しでも軽減できるように今後も要望書活動に取り組んで

いきたいと思います。

　ご多忙の中、要望書活動へご参加いただきました皆様、ご協力有難うございました。（成松麻美）

　　　　　　　〈その他活動報告〉

７月２６日　役員会開催（於：庭田宅）

９月６日　役員会（於：庭田宅）

１０月１２日　役員会（於：ゆうあい館）

１２月５日　九州ブロック連絡会（於：熊本市）

１２月１２日　忘年会（於：とりいち中山店）

１月１７日　役員会（於：福祉プラザ）

１月３１日　九州ブロック連絡会（於：大分市）

２月14日　役員会（於：福祉プラザ）

鹿児島市へ要望書の提出


